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ω
本
袋
は
一
般
当
座
預
金
よ
り
そ
の
増
滋
に
関
係
す
る
正
み
ら
れ
る
銀
行
保
有
手
形
小
切
手
を
控
除
し
た
娘
二
奴
当
箆
預
金
の
回
転
車
を
み
た
も
の
で
お
る
。

ω
全
国
銀
行
預
金
は
昭
和
二
十
三
年
三
月
迄
は
新
勘
定
預
金
の
み
で
あ
る
。
尚
昭
和
二
十
四
年
三
月
以
降
政
府
指
定
額
金
を
控
除
し
た
も
の
で
あ
る
。

間
一
般
当
山
国
制
刷
金
払
同
民
側
酬
は
間
利
二
十
三
年
七
月
鑑
は
飼
査
時
制
第
九
円
・
句

【沼
和
二
十
四
年
困
対
M

『
級
近
ニ
ゲ
与
に
於
け
る
過
食
流
通
状
況
』
の
会
同
預
金
通
貨
流
通
総
盆
に
よ
る
。

ω
預
金
通
貨
の
流
通
泌
鹿
は

一
般
当
箆
預
金
払
良
湖
よ
り
預
金
問
板
谷
、
現
金
に
よ
る
支
払
附帽
を
観
除
し
た
も
の
を
平
均
預
金
残
高
を
以
て
験
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
右
の
回
転
巡
皮
よ
り
ほ
ぐ
な
る
。

ω
月
中
平
均
践
高
は
純

一
般
当
度
預
金
の
ニ
ヶ
月
平
均
に
よ
る
。

主主

現
下
の
金
利
に
関
す
る
諸
問
題

目

次

一、

は

し

が

き

二
、
金
利
水
単
の
変
更
に
付
て

山

金

利
水
準
の
現
状

間

金

利
水
準
引
下
げ
を
可
と
す
る
論

間

金
利
水
準
引
下
げ
を
否
と
す
る
論

，4
 

両
論
を
綜
合
し
た
問
題
点

=
、
金
利
体
系
の
整
備
に
付
て

現
下
の
金
利
に
関
す
る
諸
問

題

昭
和
弘

-u
・l

(1) (2) 

一
、
は

し

が

き
金
利
体
系
の
現
状

各
種
金
利
の
制
整
と
そ
の
問
題
点
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んハ
・
国一

七
・
λ

七
・
六

人
・
穴

八
・
七

二
・四

七
・
四

九
・
0

一一

-
u一

一
〔)
・
九
一0・
七一0・0

終
戦
後
に
於
け
る
千
ン
ブ
レ
l
シ
ヨ
ン
の
昂
進
に
述
れ
金
利
は
品
臓
の
一
途
を
辿
っ
た
が
、

低
物
価
政
策
を
維
持
し
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン

の
抑
制
を
図
る
為
め
に
は
金
利
の
騰
貴
も
出
来
る

限
り
抑
制
す
る
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
日
本
銀
行
の
金
利
政
策
を
介
し
て
の
間
接

的
統
制
、
金
融
機
関
の
向
己
防
衛
の
為
め
に
す
る
金
利
協
定
以
外
自
由
に
放
任
せ
ら
れ
て
い
た

市
中
金
利
は
昭
和
二
十
二
年
七
月
以
来
直
接
的
統
制
に
移
さ
れ
る
に
至
っ
た。

即
ち
昭
和
三
十

二
年
七
月
本
行
の
勧
奨
に
よ
り
預
金
貸
出
利
率
協
定
を
以
て
自
主
的
に
最
高
金
利
を
協
定
せ
し

め
、
更
に
昭
和
二
十
三
年
以
降
は
臨
時
金
利
副
整
法
に
よ
り
最
高
金
利
が
定
め
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
そ
の
後
に
於
け
る
最
高
金
利
の
改
訂
は
専
ら
実
情
に
応
じ
て
之
を
引
上
げ
る
こ
と
に
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
二
十
三
年
九
月
頃
よ
り
市
中
銀
行
の
金
利
引
上
げ
要
望
に
も
拘
ら
ず
、
之
に

二
四
五



三品
目t岡

説
(
そ
の

一、ーノ
金

融

対
す
る
批
判
的
空
気
が
漸
次
醸
成
さ
れ
、

特
に
い
わ
ゆ
る
企
業
三
原
則
は
金
融
機
関
の
経
費
増

大
を
理
由
と
す
る
金
利
引
上
げ
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
。
か
〈
て
二
十
三
年
七
月
の
改
訂
を
最

後
と
し
て
金
刺
は
据
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
専
ら
各
種
金
利
を
此
の
金
利
水
準
に
於
て
調
整

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
更
に
二
十
三
年
末
発
表
さ
れ
た
経
済
安
定
九
原
則
が
漸
次
具
体
化
せ

ら
れ
、
特
に
ド
ツ
ジ
ラ
イ
ン
に
よ
る
本
年
度
均
衡
予
算
の
実
施
、
対
米
三
百
六
十
円
為
替
レ

ー

ト
の
設
定
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
収
束
を
急
速
に
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
従
来
さ
し
て
重
要
視

さ
れ
な
か
っ
た
金
利
負
担
が
産
業
界
に
於
て
は
過
重
な
も
の
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

他
方
我
が
国
経
済
の
自
立
化
の
為
め
に
絶
対
必
要
な
る
貿
易
を
振
興
す
る
に
は
輸
出
品
価
枯
を

出
来
る
限
り
低
下
せ
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
此
の
為
め
に
は
国
際
金
利
水
準
に
比
し
極

め
て
高
位
に
あ
る
我
が
国
の
金
利
も
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
要
請
が
強
ま
っ
て
来
た
。
か

〈
て
八
月
よ
り
一
部
貿
易
手
形
割
引
利
率
の
引
下
げ
、

社
債
剃
廻
り
の
低
下
が
実
施
さ
れ
、
吏

に
九
月
に
は
臨
時
金
利
調
整
法
に
よ
る
最
高
金
利
の
引
下
げ
、
興
業
債
券
社
債
刺
廻
り
の
改
訂

等
全
面
的
に
金
利
水
準
の
引
下
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
然
し
な
が
ら
経
済
情
勢
の
未
だ

甚
し
く
不
安
定
、
不
均
衡
な
わ
が
国
に
お
い
て
急
激
に
人
為
的
な
金
利
引
下
げ
を
行
う
こ
と
は

極
め
て
困
難
な
面
も
あ
り
金
利
問
題
の
複
雑
さ
が
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
金
利
水
準
に
関
す
る

各
種
の
論
を
列
記
し
つ
L
問
題
の
所
在
を
指
摘
し
、
併
せ
て
金
利
休
系
の
関
係
に
言
及
す
る
こ

と
L
す
る
。

ニ
、
金
利
水
準
の
変
更
に
付
て

山
金
利
水
準
の
現
状

昭
和
七
年
以
降
低
金
利
政
策
の
採
用
に
よ
り
漸
次
低
下
を
見
つ
つ
あ
っ
た
我
が
国
の
金
利
水

州
中
は
終
戦
以
来
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
昂
進
に
述
れ
昂
勝
傾
向
に
転
じ
た
が
、
そ
の
勝
賞
を
肱

任
す
る
時
は
租
々
の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
俳
帯
を
生
ず
る
倶
れ
が
あ
る
の
で
、
昭
和
二
十
二
年
七

月
本
行
の
勧
奨
に
よ
り
預
全
貸
出
利
率
協
定
を
以
て
、
自
主
的
に
最
高
金
利
を
協
定
せ
し
め
、

引
続
き
昭
和
二
十
三
年
以
昨
は
臨
時
金
利
-訓
盤
、
法
に
よ
り
、
直
接
的
統
制
が
行
わ
れ
る
に
至
っ

た
。
従
っ
て
現
在
の
金
利
水
準
は
間
金
融
の
存
在
に
よ
っ
て
明
白
な
如
く
必
ず
し
も
実
勢
を
示

す
も
の
で
は
な
い
が
、
量
的
に
見
れ
ば
大
部
分
の
金
融
取
引
に
此
の
調
は
ば
公
定
金
利
水
準
が

適
用
さ
れ
、
又
金
利
政
策
の
対
象
と
な
る
の
も
此
の
公
定
金
利
水
準
で
あ
る
か
ら
、
以
下
に
於

て
は
之
が
現
状
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

二
回
大

先
づ
日
本
銀
行
商
業
手
形
割
引
歩
合
は
昭
和
十

一
年
四
月
従
来
の
日
歩
一
銭
よ
り
九
厘
に
引

下
げ
ら
れ
て
以
来
此
の
利
率
は
昭
和
二
十
一
年
十
月
迄
維
持
さ
れ
た
が
、
同
月

一
厘
方
引
上
げ

ら
れ
更
に
二
十
三
年
四
月
及
び
七
月
に
夫
々
二
厘
方
の
引
上
を
み
、
一

銭
四
.
且
と
な
り
今
日
に

及
ん
で
い
る
。
之
は
昭
和
七
年
六
月
従
来
の
一
銭
六
厘
よ
り
=
一
股
引
下
げ
を
み
た
割
引
歩
合
と

同

一
で
あ
る
。
文
国
債
担
保
貸
付
利
率
は
国
債
消
化
の
促
進
を
図
る
為
め
昭
和
十
二
年
七
月
従

来
の
日
歩

一
銭
よ
り
九
厘
に
引
下
げ
ら
れ
た
が
、
ご
十

一
年
四
月
一
銭
に
回
復
し
、
更
に
十
月

一
銭
一
座
、
二
十
三
年
四
月
一
銭
三
厘
、
七
月

一
銭
五
厘
に
引
上
げ
ら
れ
た
。

次
に
金
刺
水
準
の
中
心
を
な
す
も
の
と
み
ら
れ
る
市
中
銀
行
の
一
般
貸
出
利
率
を
み
る
と
、

昭
和
二
十
年
末
の
日
歩
一
銭
二
座
八
毛
よ
り
二
十
一
年
末
一
銭
五
庄
工一
毛
、
二
十
二
年
末
二
銭

一
一皿
λ
毛
と
漸
騰
し、

更
に
二
十
三
年
一
月
よ
り
臨
時
金
利
制
整
法
に
よ
る
最
高
金
利
は
二
銭

六
厘
と
な
り
、
更
に
七
月
よ
り
日
歩
二
銭
八
鹿
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
然
し
な
が
ら
二
十
四
年
九

月
十
五
日
よ
り
日
歩
二
銭
七
厘
に
引
下
げ
ら
れ
、
十
二
月
に
於
け
る
貸
出
残
高
を
考
慮
し
た
実

際
貸
出
利
率
も
二
銭
七
匝
と
な
っ
て
い
る
。
市
し
て
此
の
利
率
は
昭
和
六
年
京
の
一一
銭
四
厘
凹

毛
よ
り

一
O

%
高
く
附
和
二
年
当
時
の
金
剰
に
相
当
す
る
。
尚
一
部
貿
易
手
形
に
付
て
の
み
は

八
月

一
日
よ
り
日
歩
ご
銭
六
底
に
二
一
座
方
引
下
げ
ら
れ
た
。
次
に
知
期
金
利
と
し
て
コ
l

ル
・

レ
l
ト
を
み
る
と
翌
日
物
に
あ
っ
て
は
二
十
年
末
の
日
歩
七
鹿
よ
り
現
在
の
一
銭
に
四
三
%
騰

貴
し
た
が
、
臨
時
金
利
調
整
法
適
用
外
の
無
条
件
物
は
二
十
年
末
の
日
歩
九
厘
よ
り
二
十
三
年

末
の

一
銭
八
鹿
迄

一
O
O
%
の
勝
賞
を
示
し
た
。
然
し
そ
の
後
コ
1

ル
資
金
梢
加
に
伴
い
一
時

一
銭
六
距
に
迄
低
下
し
た
が
、
最
近
は
再
び
一
銭
八
鹿
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
市
中
銀
行
の
預
金
利
率
を
み
る
に
、
普
通
預
金
の
日
歩
五
座
は
昭
和
十
一
年
四
月
以
来

全
く
変
化
が
な
い
。
又
定
期
預
金
利
率
は

六
ヶ
月
物
に
て
昭
和
二
十
年
末
の
年
三
了
一
二
O
%

(
日
歩
九
座
)
よ
り
二
十
二
年
五
月一二

・
五
O
施
、
ご
十
三
年

一
月
四
・
0
0
%
、
同
七
月
四
・

二
O
%
、
二
十
四
年
八
月
四

・
四
O
%
(
日
歩
一
銭
ご
厘
一
毛
)
に
改
訂
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
勝
賞
率
は
三
三
路
に
過
ぎ
な
い
。
尚
年
凶

・
四
O
%
の
利
率
は
叩
稲
預
金
協
定
利
率
の
昭
和

六
年
四
月
よ
り
十
二
月
迄
及
び
昭
和
七
年
八
月
よ
り
八
年
六
月
迄
の
期
間
に
於
け
る
年
四

・
こ

O
%
よ
り
0
・
ニ
O

%
高
〈
、
六
年
十
三
月
よ
り
七
年
八
月
迄
の
年
四

・
七
O
%
よ
り
0
・
三

O
%
低
い
。

次
に
従
来
金
利
水
準
決
定
上
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
国
債
の
応
募
者
最
終
利
廻
を
み
る



と
、
昭
和
二
十
年
末
の
年
一
一一

・
六
九
%
(
日
歩
一
銭
一
毛
)
よ
り
二
十
三
年
末
四

・
五
一
%、
二

十
三
年
末
五
・
五
四

%
(日
歩

一
銭
五
庄
二
毛〉
に
五
O
銘
騰
貴
し
、

又
短
期
政
府
証
券
割
引
利

率
は
昭
和
二
十
年
末
の
日
歩
六
座
五
毛
よ
り
現
在
の
日
歩

一
銭
三
厘
に
一
OO
銘
勝
賞
し
て
い

る
。
又
金
融
債
で
は
割
引
興
業
債
券
公
募
分
は
二
十
年
末
の
年
三

・
一
一
%
(
日
歩
λ
厘
五
毛
)

よ
り
二
十
四
年
四
月
の
八

・
三
二
銘
〈
日
歩
・二
銭
二
毘
八
毛
)
迄
騰
貴
し
た
が
、
二
十
四
年
九
月

よ
り
七

・
四
七
%
(
日
歩
二
銭
四
毛
)
に
引
下
げ
ら
れ
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
尚
復
興
金
融
債
券

は
ご
十
三
年
二
月
発
行
当
初
の
五

・
O
一
%
よ
り
二
十
三
年
末
の
七

・
四
八
%
に
勝
賞
し
て
い

る
。
更
に
事
業
債
は
二
十
年
末
の
阿
・
二
八

%
(日
歩
一

銭

一
一
魁
七
毛
)
よ
り
二
十
一
年
末
凹

・

四
六
%
、
三
十
二
年
末
七

・
O
三
%
と
漸
次
引
上
げ
ら
れ
、
昭
和
二
十
三
年
九
月
に
は
一

0
・

八
二
%
(
日
歩
二
銭
九
鹿
六
毛
)
に
達
し
た
が
、
二
十
四
年
八
月
よ
り
優
良
債

一
0
・
二
五
%

(
日
歩
二
銭
八
厘
)
一
般
債
の

一
部
が
一
0
・
五
九
%
(
日
歩
二
銭
九
厘
)
に
、
又
十
月
よ
り
は
超

一
流
償
九
・五
九
鬼
(
日
歩
二
銭
六
厘
二
毛
〉
、

一
流
債
九
・八
九
銘
(
日
歩
二
銭
七
鹿
一
毛
)
に
引

下
げ
ら
れ
た
結
果
、
十
二
月
の
平
均
利
廻
は
九

・
五
六
%
(
日
歩
ご
銭
六
座
三
毛
〉
に
低
下
し
て

い
る
。
然
し
現
在
の
金
融
債
、
社
債
の
応
募
者
最
終
利
廻
を
昭
和
二
十
年
末
土
比
較
す
る
と
、

夫
々
一
四
O
%
、

一一一
一一一
%
崎
貴
し
、
問
和
元
年
の
平
均
利
廻
七

・
三
七
%、
七

・
九
五
銘
を

何
れ
も
上
姐
っ
て
い
る
。

諸

金

日

本

銀

行

商
業
手
形
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引
歩
合

国
債

担

保

貸

付

利

率

市

中

銀

行

貸

出

利

率

コ

l

ル
・
レ

l

ト

(

翌

日

物

普

通

)

コ

l
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・
レ

1
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条
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普
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論

金
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七二
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出

1""' 
1 - "1三

七四
八八 | 

操

n 
321  

大
政
省
証
券
米
殺
証
券
又
は
食
得
証
券

昭
和
=
十
二
年
二
月
発
行
第

一
一回分

年
末
数
字
中
vm
は
下
半
期
平
均
和
平
に
よ
る

(2) 

金
利
水
準
引
下
げ
を
可
と
す
る
諭

一四

Q七|
出

布
の
如
く
現
在
の
金
利
水
準
は
八
月
以
来
対
干
の
引
下
げ
を
み
た
も
の
の
未
だ
相
当
の
高
水

準
に
あ
り
、
概
ね
昭
和
六
年
に
於
け
る
金
融
梗
塞
期
の
高
金
利
に
匹
敵
す
る
も
の
と
云
え
よ

う
。
従
っ
て
将
来
之
を
引
下
「
べ
き
で
あ
る
と
一
式
う
点
に
於
て
敢
て
反
対
す
る
も
の
は
殆
ん
ど

な
い
が
、
現
在
直
ち
に
そ
の
引
下
げ
を
図
る
こ
と
の
可
否
に
付
て
は
賢
官
両
論
が
あ
る
。
以
下

此
の
両
論
の
論
拠
と
す
る
処
を
袈
約
し
そ
の
問
題
点
を
摘
出
し
て
み
る
に
概
ね
次
の
如
〈
で
あ

る
。
先
づ
金
利
水
準
引
下
げ
を
可
と
す
る
論
よ
り
み
る
こ
と
と
す
る
。

(イ)

国
際
金
利
水
準
に
比
し
高
水
準
に
あ
る
こ
と
。

今
米
国
に
於
け
る
金
刺
水
準
を
み
る
と
、
連
邦
準
備
銀
行
割
引
貸
付
歩
合
は
加
盟
銀
行
に

対
す
る
国
債
担
保
貸
付
、
泊
料
手
形
割
引
は
一

・
五
%
(
日
歩
四
回
一
毛
)
、
そ
の
他
証
券
担

保
貸
付
は
二
%
〈
日
歩
五
座
五
毛
)
、
加
皿
銀
行
以
外
の
側
人
、
組
合
、
会
社
に
対
す
あ
国
債

担
保
貸
付
は
二

・
五
%
(
日
歩
六
.
血
八
毛
〉
と
な
っ
て
お
り
、
又
市
中
金
利
は
銀
行
貸
付
金
利

十
九
都
市
平
均
二
・
六
三
劣
(
日
歩
七
庫
二
毛
)
、
コ
1
ル
・
レ
I
ト一

・
O
六
%
(
日
歩
二

児
九
毛
)
で
あ
る
。
更
に
公
抵
債
利
廻
に
付
て
み
る
も
長
期
国
債
の
こ

・
O
五
%
l
ニ

・
四

五
沼
、
一
一
流
社
債
の
ご

・
七
=
%
と
我
が
国
の
金
刺
水
準
に
比
し
樹
め
て
低
位
に
あ
る
。
又

英
国
を
み
る
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
制
引
歩
合
二
%
、
コ
ー
ル

・
レ
!
ト

0
・
六
三
%

(
円
歩
一

一腿
七
毛
〉
と
米
国
よ
り
も
更
に
抵
〈
、
主
要
因
中
比
較
的
高
水
準
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス

に
於
て
も
中
央
銀
行
の
訓
引
歩
合
は
三
銘
(
日
歩
八
厘
二
毛
)
、
コ
l

ル
・
レ
ー
ト
二

・
一

二
銘
(
日
歩
五
座
八
毛
〉
、
一

流
社
債
六
%
と
我
が
固
に
比
較
す
れ
ば
温
か
に
低
い
。
物
仰
を

一2
2
v
九
0
0
一

|

一

銭

一

一

(
了
三
七)一

四
ニ

一八

一

回
・四
六
一

三

二

七
)
一

(
一
ニ
一二
)
一

六
・
O
九

(
一
ニ
ハ
七
)

七
・
O
三

〈一

・九
二
)

七
-四
八
一

公
一
・
O
五
)
一

一
0
・八
一
一
一

(二
・九
五
)
一

ご
四
八

九
五
六

一

間
際
物
倒
水
準
に
接
近
せ
し
め
よ
う
と
す
る
際
、
柑
如
実
上
価
格
桝
成
の
一
要
紫
た
る
金
制
も

同
際
金
利
水
準
に
接
近
せ
し
め
る
べ
含
で
あ
る
。
特
に
輸
出
産
業
に
於
て
金
利
水
準
が
高
い

為
め
コ

ス
ト
高
を
来
た
す
こ
と
は
国
際
貿
易
拙
闘
争
が
漸
次
激
化
し
つ
つ
あ
る
際
我
が
国
の
貿

易
を
極
め
て
不
利
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
か
か
る
貿
易
上
の
不
利
を
除
く
点
か

ら
云
つ
で
も
金
利
水
準
は
出
来
る
丈
速
か
に
低
下
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
。

(ロ}

金
融
機
関
の
刺
澗
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。

臨
時
金
利
制
盤
法
に
よ
る
統
制
金
利
は
出
来
る
限
り
低
金
利
を
望
ま
し
い
も
の
と
し
な
が

ら
、
物
価
脚
質
に
起
因
す
る
金
融
機
関
経
費
の
僧
大
を
考
慮
し
て
最
低
限
度
の
引
上
げ
を
行

っ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
物
価
水
準
の
勝
賞
は
概
ね
停
止
し
、
金
融
機
関
の
償
却
前
利

義
率
は
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
更
に
復
興
金
融
債
券
の
償
還
、
復
興
金
融
般
券
、
国
債
の
日

水
銀
行
に
対
す
る
売
却
は
之
が
代
り
筑
金
を
社
彼
氏
入
、
貸
出
等
一
一
間
尚
利
部
の
方
面
に
迎

用
し
得
る
結
巣
、
そ
の
利
話
継
は
今
後

一
一
回
の
向
上
を
示
す
筋
合
に
あ
る
。
之
は
結
局
、
金

利
水
準
が
高
位
に
過
ぎ
る
結
果
で
あ
る
か
ら
金
利
も
そ
の
限
価
計
算
的
方
法
を
賞
〈
限
り
積

極
的
に
引
下
ぐ
べ
き
で
あ
る
。
市
し
て
現
在
産
業
界
に
企
業
合
理
化
が
強
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
L
の
負
担
均
衡
上
か
ら
も
金
融
機
関
の
合
理
化
は
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
、
金
利
引
下
を

以
て
金
融
機
関
経
営
合
理
化
の
根
子
た
ら
し
む
べ
き
で
あ
る
。

(I¥) 

デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
回
避
の
必
要
が
あ
る
こ
と
。

経
済
安
定
九
原
則
の
具
体
化
に
よ
り
木
年
度
予
算
は
完
全
な
る
均
衡
を
回
復
し
、
更
に
対

米
三
百
六
十
円
為
替
レ

ー
ト
の
設
定
、
米
国
を
中
心
と
す
る
海
外
不
況
の
影
響
を
受
け
我
が



国
経
演
も
之
を
放
躍
す
る
な
ら
ば
デ
ィ
ス

・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
段
階
を
越
え
デ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
化
す
る
憧
れ
が
多
分
に
存
す
る
。
従
っ
て
之
を
回
避
す
る
為
め
に
は
金
利
を
積
極
的

に
低
下
せ
し
め
資
金
供
給
の
円
滑
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

肘
企
業
利
潤
の
低
下
し
つ
干
あ
る
こ
と
と
産
業
合
理
化
の
必
要
な
る
こ
と
。

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
下
に
於
て
は
企
業
利
潤
は
実
質
的
に
は
兎
も
角
表
面
上
に
は

多
額
と
な
る
結
果
、
相
当
の
高
金
利
も
些
し
た
る
負
担
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、

イ
ン
フ
レ
F

シ
ヨ
ン
の
収
束
に
伴
い
か
か
る
高
刺
澗
発
生
の
余
地
は
殆
ん
ど
失
わ
れ
従
っ
て
現
行
金
利

水
準
に
て
も
負
担
過
重
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
換
言
す
れ
ば
イ
ン
フ
レ
1

シ
ヲ
ン
ド
に
お

け
る
如
き
借
入
金
の
実
質
価
値
の
減
少
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
シ
ヤ
ウ
プ

勧
告
に
よ
る
資
産
再
評
価
が
実
施
さ
れ
た
暁
に
は
鏑
却
金
額
が
増
大
す
る
結
果
利
潤
を
挙
げ

得
る
企
業
は
現
在
よ
り
更
に
減
少
す
る
故
、
右
の
負
担
過
重
の
傾
向
は
一
一
層
顕
著
と
な
る
も

の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
更
に
今
後
か
か
る
情
勢
に
対
処
し
利
潤
を
確
保
す
る
為
め
に
は
産
業

合
理
化
を
必
要
と
す
る
が
、
之
が
為
め
に
は
設
備
の
改
善
等
に
多
額
の
新
資
金
を
必
要
と
す

る
。
従
っ
て
金
融
機
関
よ
り
の
借
入
金
、
社
債
株
式
の
発
行
の
必
要
性
は
、
決
し
て
誠
じ
な
い

が
、
ハ
納
金
利
は
之
を
悶
難
な
ら
し
め
従
っ
て
産
業
合
理
化
を
阻
む
こ
と
と
な
る
。

例
外
国
銀
行
と
の
競
争
が
生
じ
た
こ
と
。

二
十
四
年
六
月
外
国
為
替
管
理
委
員
会
が
ス
ワ
ッ
プ
取
引
に
よ
り
香
上
銀
行
手
持
ポ
ン
ド

二
万
五
千
ポ
ン
ド
日
一一
一
六
、
二
七
O
千
円
の
買
入
れ
を
行
っ
た
の
を
階
失
と
し
、
七
月
及
び

九
月
に
は
更
に
問
委
員
会
が
香
上
、
チ
ャ
ー
タ
ー

f
、
イ
ン
ド
商
業
の
英
国
系
三
銀
行
に
対

し
各
回
十
三
万
五
千
ポ
ン
ド
相
当
額
即
ち

一
八
一
、
三
五

O
千
円
の
無
利
子
預
金
を
行
い
円

資
金
を
供
給
し
た
が
、
之
は
内
国
銀
行
に
対
す
る
外
国
銀
行
の
地
位
を
有
利
な
ら
し
め
る
も

の
で
あ
り
、
内
圃
銀
行
が
之
と
競
争
す
る
為
め
に
は
当
然
現
行
金
利
水
準
を
引
下
げ
な
〈
て

は
な
ら
な
い
。
文
最
近
に
お
け
る
外
国
為
替
銀
行
の
外
国
銀
行
と
の
コ
ル
レ
ス
契
約
締
結
、

外
国
銀
行
の
本
邦
内
支
庖
に
対
す
る
銀
行
法
に
よ
る
認
可
等
、
貿
易
面
を
通
じ
て
内
外
銀
行

が
競
争
的
立
場
に
立
っ
て
来
た
と
と
か
ら
見
て
右
の
必
要
は
い
よ

1
1増
大
し
て
来
た
。

ω
金
利
水
準
引
下
げ
を
否
と
す
る
論

右
の
如
・
8
金
利
引
下
げ
を
可
と
す
る
諭
に
対
し
て
は
そ
の
夫
々
の
論
拠
に
つ
き
左
の
如
き
反

対
論
が
存
す
る
。
即
ち

現
下
の
金
利
に
関
す
る
諸
問
題

高
金
利
水
準
は
資
本
蓄
積
の
不
足
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
。

我
が
国
の
金
利
が
国
際
金
利
水
準
に
比
し
絡
し
ぐ
高
位
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

我
が
国
経
済
が
国
際
経
済
と
の
接
触
を
開
始
し
た
と
い
う
こ
と
は
直
ち
に
金
利
水
準
も
国
際

金
利
水
準
に
鞘
寄
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
高
金
利

水
準
は
}
国
の
資
金
蓄
積
の
不
足
の
反
映
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
資
金
替
積
が

不
足
し
て
い
る
以
上
、
出
金
利
水
準
は
当
然
で
あ
り
、
事
実
凶
独
の
金
利
は
我
図
と
殆
ん
ど

同
水
準
を
示
し
又
巾
央
銀
行
金
利
に
つ
い
て
も
二
一一一流
固
に
お
い
て
は
我
国
程
度
乃
至
そ
れ

以
上
高
い
例
は
日
決
し
て
僅
少
で
な
ぐ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
五
%
、
ペ
ル
1
及
び
リ
ス
ア
ニ
ア
六
路
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
五

・
七
五
%
、
エ
ク
ア
ド
ル
七
沼
、
ギ
リ
シ
ャ
一
一
一
路
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
国
際
的
資
金
移
動
の
自
由
性
が
回
復
し
て
い
な
い
現
状
に
於
て
は
、
金
刺
水
準
が
国
際
金

利
水
準
と
遊
離
し
て
い
る
の
は
己
む
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
に
於
て
も
多
量
の
外
資

が
導
入
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
金
利
水
準
は
当
然
低
下
合
み
る
で
あ
ろ
う
が
、
我
が
国
経
済
の
不

安
定
、
政
治
情
勢
そ
の
他
占
領
政
策
に
基
〈
諸
制
約
の
結
果
現
在
直
ち
に
之
を
期
待
す
る
こ

と
は
出
来
ず
、
従
っ
て
現
在
金
利
を
直
ち
に
間
際
金
利
水
準
に
接
近
せ
し
め
る
必
.
按
は
な

い
。
更
に
右
の
外
資
導
入
の
諸
困
難
が
漸
次
僻
除
さ
れ
た
場
合
に
於
て
も
、
我
が
国
の
金
利

水
準
を
国
際
合
利
水
準
よ
り
高
位
に
維
持
す
る
こ
と
が
外
資
の
導
入
を
図
る
上
に
於
て
有
利

な
面
も
見
逃
し
得
な
い
。
之
は
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
安
定
恐
慌
後
に
於
け
る
高

金
刺
が
米
国
資
本
の
導
入
を
資
ら
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。
尚
高
金
利
水
準
が

資
本
苔
税
の
不
足
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
付
て
は
、
ド
イ
ツ
イ
シ
フ
レ
l

シ
ヨ
ン
批
判

で
有
名
な
プ
レ
シ
ア
ニ

・
チ
ロ
l

ニ
教
授
は
現
症
の
イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
高
金
制
の
主
因
を

此
処
に
求
め
、
金
利
の
人
為
的
引
下
げ
に
反
対
し
て
い
る
。

十イ}

次
に
国
際
物
価
水
準
と
の
関
係
に
付
て
も
凶
際
金
利
水
準
に
比
し
て
の
高
金
利
が
必
ず
し

も
国
際
物
価
水
準
に
比
し
て
の
高
物
価
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ち
金
利
引
上
に
よ

り
物
価
水
準
の
低
落
を
費
ら
し
得
る
而
の
あ
る
こ
と
は
従
来
の
金
利
政
策
の
示
す
処
で
あ

り
、
特
に
資
金
の
供
給
量
に
比
し
需
要
量
の
過
大
な
る
現
状
に
於
て
金
利
を
引
下
げ
る
こ
と

は
滞
貨
資
金
需
要
の
増
加
を
賓
ら
す
に
過
ぎ
ず
、
物
価
下
落
を
踏
ら
す
も
の
で
は
な
い
。

例
金
融
機
関
利
潤
の
増
加
は
必
ず
し
も
高
金
利
水
準
の
結
果
で
な
い
こ
と
。

金
融
機
関
利
潤
の
増
大
は
必
ず
し
も
金
融
機
関
の
貸
出
金
利
が
高
水
準
に
め
る
こ
と
に
よ

二
四
九
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融

っ
て
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
預
金
刺
率
、
日
木
銀
行
貸
出
公
定
歩
合
の
低
率
等
運
用
資
金

の
コ
ス
ト
が
低
水
準
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
生
ず
る
。
事
実
預
金
の
約
三
割
六
分
を
占
め

る
普
通
預
金
の
利
率
は
従
来
週
り
日
歩
六
厘
で
あ
り
、
定
期
預
金
利
率
(
六
ヶ
月
物
〉
は
昭
和

二
十
年
末
の
年
三

・
=
一
%
よ
り
四

・
四
銘
へ
一・

一
%
の
引
上
を
見
た
に
止
ま
る
上
、
預
金

中
占
め
る
比
率
も
終
戦
前
の
六
割
よ
り
二
割
に
低
下
し
て
い
る
。
更
に
日
本
銀
行
公
定
歩
合

も
数
度
の
引
上
を
み
且
つ
高
率
適
用
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
云
え
市
中
貸
出
金
利
と
の
聞
に

は
未
だ
相
当
の
開
会
が
存
す
る
。
即
ち
金
融
機
関
刺
澗
の
桶
加
は
運
用
利
廻
と
資
金
コ
ス
ト

と
の
差
が
大
な
る
と
と
を
示
す
に
過
夕
、
ず
、
之
を
以
て
直
ち
に
貸
出
金
利
が
高
利
率
で
あ
る

と
は
云
い
得
な
い
。
而
し
て
預
金
々
利
と
貸
出
金
利
と
を
比
較
し
た
場
合
に
於
て
は
貸
出
金

利
の
方
が
資
金
の
需
給
関
係
を
よ
り
反
映
し
て
い
る
と
云
っ
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
他

方
預
金
三
ス
卜
の
方
は
定
期
預
金
の
内
訓
増
金
付
定
期
預
金
の
占
め
る
比
率
が
四
割
八
分

(
十
一
月
末
)
に
上
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
分
る
如
〈
現
行
預
金
利
率
は
資
金
蓄
積
の
見
地

に
立
つ
限
り
低
位
に
過
ぎ
る
も
の
と
云
え
る
。
更
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
停
止
に
伴
い
今

後
は
従
来
の
如
き
預
金
噌
加
は
期
待
し
得
な
い
か
ら
、
従
来
の
如
き
運
用
資
金
コ
ス
ト
安
が

将
来
も
維
持
し
得
る
か
販
問
で
あ
る
。

次
に
従
来
金
融
機
関
経
質
の
増
大
を
主
因
と
し
て
引
上
げ
ら
れ
た
所
謝
原
価
計
算
的
金
利

を
今
後
も
持
続
し
資
金
コ
ス
ト
の
低
下
即
金
利
引
下
げ
と
す
る
こ
と
は
経
済
正
常
化
に
反
す

る
。
即
ち
産
業
界
に
於
て
は
原
価
計
算
的
統
制
価
格
よ
り
、
需
給
を
反
映
し
た
市
場
価
椅
に

転
換
し
つ
つ
あ
る
際
金
融
の
み
が
依
然
原
価
計
算
的
金
制
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
と
は
価

値
法
則
に
基
く
正
常
経
済
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
現
在
の
金
利
が
統
制
金
利
で
あ

る
為
め
貸
出
先
に
よ
っ
て
興
っ
た
利
率
を
適
用
す
る
範
聞
が
狭
〈
、
そ
の
結
果
統
制
が
撤
廃

せ
ら
れ
る
な
ら
ば
引
下
げ
ら
れ
る
べ
会
貸
出
先
に
対
し
て
も
最
高
金
利
が
適
用
せ
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。

次
に
金
融
機
関
利
潤
が
増
大
し
た
と
は
云
え
、
之
に
は
本
来
鈎
却
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
が

未
制
却
の
為
め
生
じ
て
い
る
部
分
も
少
く
な
い
。
即
ち
経
演
の
安
定
化
に
伴
い
金
融
機
関
貸

出
金
の
貸
倒
れ
の
危
険
が
増
大
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
之
に
対
す
る
十
分
の
準
怖
が
行
わ

れ
な
い
こ
と
が
表
面
的
利
益
を
過
大
な
ら
し
め
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
点
は
わ
が
国
金
融
機

関
の
国
際
的
信
用
独
得
の
急
務
に
照
ら
し
て
十
分
考
践
す
べ
会
こ
と
で
あ
る
。

二
五

O

次
に
金
融
機
関
経
営
合
理
化
の
必
要
な
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
が
、
之
ば
金
利
水
準
の
引

下
げ
に
よ
っ
て
強
制
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
金
融
機
関
相
互
間
の
自
由
競
争
に
よ
っ
て
行

わ
る
べ
き
で
あ
る
。
事
実
最
近
金
融
機
関
に
於
け
る
競
争
は
漸
次
域
烈
と
な
り
、
特
に
今
後

外
国
銀
行
の
進
出
を
み
る
時
は
内
国
銀
行
の
経
営
合
理
化
は
金
利
水
準
の
自
然
的
低
下
を
通

じ
て
一
一
崩
促
進
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
お
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
金
融
機
関
職
員

の
給
与
も
金
融
機
関
の
性
質
上
一
般
に
平
均
年
齢
が
高
〈
文
学
歴
者
が
多
い
こ
と
に
基
〈
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
同

-
年
齢
層
に
つ
い
て
比
較
す
れ
ば
他
業
種
(
こ
の
場
合
事
務
職
員
の
み

に
つ
い
て
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
)
に
比
し
必
ず
し
も
高
く
な
い
で
あ
る
う
。

ハ
註
)
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右
の
如
き
事
情
を
預
金
コ
ス
ト
と
収
益
率
の
面
よ
り
み
る
と
、
昭
和
二
十
四
年
上

期
に
於
て
全
国
銀
行
預
金
利
率
二

・
O
七
O
%
、
経
費
率
五

・
五
三
入
%
従
っ
て
預
金

コ
ス
ト
七

・
六
O
入
箔
に
対
し
、
貸
出
平
均
刺
率
は
九

・
七
一
O
%
で
二

・
一
O
二
鬼

の
利
鞘
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
方
証
券
平
均
刺
率
は
四
・
四
六
一
%
に
過
ぎ
ず
一ニ
・
}

四
七
%
の
逆
鞘
と
な
り
、
貸
出
証
券
合
計
平
均
刺
率
に
於
て
は
八

・
五
二
四
銘
と
0
・

九
一
六
銘
の
別
輸
と
な
っ
て
い
る
。
而
し
て
此
の
利
鞘
は
昭
和
二
十
三
年
下
期
に
比
し

0

・
一一一一
一O
%
の
増
大
と
な
り
、
経
常
収
益
率
及
び
純
雄
率
は
夫
々
五
=
7

0
七
路
、

二
二

・
二
八
%
と
前
年
下
別
に
比
し
夫
々

一
七

・
六
七
沼
、
五

・
六
二
%
の
上
昇
を
示

し
て
い
る
。
然
し
乍
ら
も
し
戦
前
の
如
く
配
当
率
を
純
益
率
の
二
分
の

一
程
度
と
す
る

な
ら
ば
年
一
一
%
と
な
り
、
現
在

一
般
企
業
の
平
均
配
当
率
(
但
し
有
配
会
社
の
み
十

二
月
十
三
日
制
べ
)
二
二・

一
即
効
に
は
達
し
な
い
。

次
に
鈎
却
金
の
而
を
み
る
と
附
和
二
十
凶
年
上
期
に
於
け
る
鮒
却
金
は
二
十
二
億

円
に
し
て
、
期
末
鋪
却
前
貸
出
及
び
有
価
証
券
残
高
五
千
九
百
六
十
二
億
円
に
対
し

0

・
一
三
ハ
九
%
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
十
-
年
下
則
の
0
・
一
九
二
%
よ
り
上
昇
し
て

い
る
が
、
現
在
の
経
済
情
勢
よ
り
み
る
と
決
し
て
満
足
な
も
の
と
は
云
い
難
い。

(
C
〉

昭

和
二
十
四
年
上
州
に
於
け
る
預
金
利
率
二

・
O
七
O
%
を
昭
和
十

一
年
下
則
の

そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
0
・
七
凹
五
%
の
低
下
に
当
り
現
在
の
預
金
市
中
が
不
当
に
低

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
証
券
貸
出
合
計
平
均
利
率
と
預
金
コ
ス
ト
と
の
利
鞘
0
・

九
二
八
%
は
、
昭
和
十
一
年
下
期
に
比
し
0
・
四
三
六
%
の
大
幅
の
上
昇
を
示
し
て

(b
)
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い
る
。
然
し
乍
ら
最
近
に
於
て
最
も
高
か
っ
た
昭
和
十
五
年
上
期
の

0
・
λ
五
七
%
に

比
較
す
れ
ば
0
・
0
五
九
%
の
上
昇
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
利
益
は
決
し
て
過
大
な
も
の
と

は
云
い
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

(d
〉
経
費
率
に
付
て
み
る
と
五

・
五
三
八
%
と
昭
和
十
一
年
下
期
の
一
二
一
一
一
一
九
%
に

比
し
約
四

・
五
倍
の
大
幅
上
昇
を
示
し
て
い
る
が
、
前
期
に
比
し
て
は
0
・
一
O
六
%

を
低
下
し
て
い
る
。
右
の
内
税
金
は
昭
和
十

}
年
下
期
の

0
・
二
ハ
八
%
よ
り

0
・
三

了
八
%
に
約
二
倍
上
昇
し
た
の
に
対
し
、

一
般
経
貨
は

一
・
O
七
一
銘
よ
り
五

・
ニ
-一

O
%
に
約
五
倍
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
金
融
機
関
の
経
営
が
未
だ
疋
常
状
態
に
程
遠

く
合
理
化
の
余
地
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
一
方
現
在
の
運
用
資
金
量
が
戦
前

に
比
し
名
目
的
に
は
大
幅
に
増
大
し
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
却
っ
て
甚
だ
し
く
減
少

し
て
い
る
こ
と
は
看
過
出
来
な
い
。
即
ち
昭
和
十

一
年
に
比
し
物
価
は
二
百
倍
以
上
に

騰
貴
し
て
い
る
が
、
運
用
資
金
量
は
九
月
末
で
約
五
十
九
倍
の
増
加
に
過
ぎ
ず
.
従
っ

て
経
費
率
も
亦
増
大
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

現
行
金
利
水
準
に
て
資
金
需
要
は
十
分
存
布
す
る
と
と
。

一
般
に
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
回
避
の
為
め
金
刺
水
準
の
引
下
げ
を
行
い
資
金
供
給
の
噌
大
を

図
る
の
は
結
局
そ
の
時
の
金
利
水
準
に
於
て
は
資
金
諦
要
が
な
い
為
め
で
あ
る
。
即
ち
現
行

金
利
水
準
に
於
て
は
資
金
需
要
は
な
い
が
、
之
を
引
下
げ
れ
ば
資
金
，
需
要
が
増
大
す
る
と
い

う
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
然
る
に
我
が
国
の
現
状
に
於
て
は
間
金
融
の
存
在
が
示
す
如
く
現

在
の
金
利
水
準
に
於
て
す
ら
未
だ
資
金
需
要
は
多
大
な
る
も
の
が
あ
り
、
之
を
引
下
げ
る
ζ

と
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
残
存
物
た
る
資
金
需
要
を
温
存
せ
し
め
る
に
過
F
な
い
。

企
業
の
金
利
負
担
は
必
ず
し
も
過
重
で
な
〈
、
又
産
業
合
理
化
資
金
は
必
ず
し
も
増
加
し

な
い
こ
と。

か+

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
経
済
安
定
に
移
る
に
従
い
企
業
が
金
利
負
担
の
過
重
を
感
ず
る

の
は
当
然
で
あ
る
が
、
金
利
が
生
産
原
価
に
占
め
る
割
合
は
二
銘
程
度
に
し
て
戦
前
の
こ

・

九
%
に
比
し
却
っ
て
低
下
し
て
い
る
。

而
し
て
今
後
価
格
が
大
幅
の
低
落
を
み
な
い
限
り
比

の
比
率
は
上
昇
す
る
と
と
な
〈
、
補
給
金
の
削
減
、
減
価
鋪
却
費
の
増
加
等
に
よ
り
価
格
が

勝
賞
す
る
場
合
は
却
っ
て
下
が
る
こ
と
す
ら
あ
ろ
う
。
従
っ
て
現
在
の
金
利
負
担
は
戦
前
よ

り
軽
減
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
企
業
刑
判
の
低
下
は
企
業
合
理
化
の
必
要
を
示
し
こ
そ
す

現
下
の
金
利
に
関
す
る
諸
問
題

れ
、
金
利
水
準
引
下
げ
の
論
拠
と
な
り
得
な
い
。
な
お
こ
の
点
に
閑
し
自
己
資
本
に
対
す
る

借
入
金
の
比
本
は
昭
和
七
年
九
三
%
で
あ
っ
た
も
の
が
昭
和
二
十
四
年
三
月
に
は
四
九
一
%

に
上
り
極
め
て
不
均
衡
な
状
態
に
あ
る
が
、
か
か
る
借
入
金
過
多
に
拘
ら
ず
右
の
如
く
生
産

原
価
に
占
め
る
割
合
が
低
い
こ
と
は
金
利
負
担
の
過
重
で
な
い
こ
ξ
を
示
す
も
の
と
い
う
べ

〈
、
又
か
L

る
不
均
衡
是
正
の
た
め
に
も
こ
れ
以
上
の
金
利
引
下
げ
は
不
適
当
で
あ
る
。

次
に
今
後
五
の
意
味
に
お
け
る
令
理
化
資
金
が
漸
次
必
要
と
な
っ
て
米
る
こ
と
は
「琶
を
侠

た
な
い
が
、
現
在
の
資
金
需
要
は
か
か
る
其
の
滋
味
に
お
け
る
合
理
化
資
金
よ
り
は
主
と
し

て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
収
束
に
伴
う
合
理
化
資
金
~
即
ち
整
理
資
金
で
あ
り
、
之
を
過
度
に

放
出
す
る
こ
と
は
再
び
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
政
策
を
行
う
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
更
に
従
来

多
額
の
資
金
需
要
が
あ
っ
た
の
は
企
業
の
内
部
蓄
積
が
不
足
し
て
い
た
と
左
に
原
因
す
る
と

こ
ろ
も
大
含
〈
、
今
後
ジ
ヤ
ウ
プ
勧
告
の
実
施
に
よ
り
資
産
再
評
価
、
法
人
税
の
軽
減
等
が

行
わ
れ
る
な
ら
ば
少
〈
と
も
此
の
面
よ
り
す
る
資
金
需
要
は
減
少
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る。

従
っ
て
現
段
に
於
け
る
高
金
利
水
準
は
必
ず
し
も
産
業
合
理
化
を
阻
む
も
の
と
は
云
え
ず
、

む
し
ろ
企
利
水
準
の
人
為
的
引
下
げ
は
金
利
負
担
を
怪
減
せ
し
め
て
、
望
感
視
得
の
安
易
感

を
抱
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
現
在
に
於
け
る
企
業
合
理
化
気
運
を
阻
む
も
の
と
云
え
よ
う
。

例
外
国
銀
行
と
の
競
争
は
金
利
水
準
の
自
然
的
低
下
を
招
く
故
殺
て
金
利
を
人
為
的
に
引
下

げ
る
必
要
は
な
い
こ
と
。

外
国
銀
行
が
自
国
の
低
金
利
資
金
を
円
に
換
え
之
を
我
が
固
に
於
て
融
資
す
る
時
に
は
現

行
金
刺
水
準
よ
り
低
位
に
て
も
融
資
し
得
る
が
、
外
国
為
替
管
理
が
実
施
せ
ら
れ
て
い
る
限

り
之
が
我
が
国
金
・
融
市
場
を
支
配
す
る
程
巨
額
に
上
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
ず
、
特
に
ス
ワ
ッ

プ
取
引
に
於
て
は
先
物
質
の
外
貨
は
阿
凶
の
企
利
益
だ
け
高
評
価
さ
れ
、
従
っ
て
外
国
銀
行

が
特
に
有
利
な
地
位
に
立
つ
こ
と
は
な
い
佐
官
で
あ
る
。
市
し
て
二
十
四
年
六
月
外
岡
為
替
管

理
委
員
会
の
行
っ
た
香
上
銀
行
手
持
ポ
ン
ド
の
質
入
れ
に
当
つ
て
は
、
外
貨
先
物
買
相
場
と

の
差
は
年
一
二

・
五
銘
以
上
と
決
定
さ
れ
、
氏
際
の
適
用
相
場
差
は
今
後
の
決
定
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
此
の
相
場
差
の
決
め
方
に
よ
り
外
国
銀
行
の
貸
出
金
利
を

調
整
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
然
し
乍
ら
二
十
四
年
七
月
及
び
九
月
外
国
為
替
管
理
委

員
会
が
英
国
系
三
銀
行
に
対
し
て
行
っ
た
如
き
円
貨
無
利
子
預
金
の
場
合
同
は
右
の
如
き
調
整

は
全
〈
行
う
余
地
は
な
い
が
、
か
か
る
円
資
金
の
供
給
は
元
来
外
国
銀
行
が
融
資
を
行
う
為

二
五
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説
〈
そ
の

一、、J

金

融

め
の
も
の
で
は
な
ぐ
、
在
日
外
人
の
生
活
資
金
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
現
在
直
ち

に
外
国
銀
行
が
内
国
銀
行
と
競
争
し
て
低
剰
融
資
を
行
う
こ
と
は
な
い
筈
で
あ
る
が
、
今
後

諸
種
の
方
法
に
よ
り
積
極
的
に
融
資
に
乗
り
出
す
と
と
は
十
分
予
想
さ
れ
る
処
で
あ
る
。
か

か
る
場
合
内
国
銀
行
は
当
然
金
利
引
下
を
以
て
対
抗
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
敢
て
統
制
金
利
を

引
下
げ
る
必
要
は
な
ぐ
、
又
統
制
金
利
の
引
下
げ
は
特
に
引
下
げ
る
必
要
を
み
な
い
企
業
迄

も
一
律
K
適
用
せ
ら
れ
る
結
果
反
っ
て
銀
行
の
経
営
を
不
健
全
な
ら
し
め
る
虞
れ
が
あ
る
。

a
q
 

両
論
を
綜
合
し
た
問
題
点

右
の
如
〈
金
利
の
積
極
的
引
下
げ
に
対
し
て
は
賛
ポ
ロ
両
論
が
あ
る
が
、
引
下
げ
を
否
と
す
る

論
が
経
済
の
正
常
化
金
融
の
正
常
化
は
当
然
金
利
を
も
自
然
的
変
動
に
任
せ
そ
の
本
来
の
機
能

を
発
郷
せ
し
む
べ
き
で
あ
っ
て
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
抑
制
の
為
め
に
す
る
金
刺
統
制
は
そ
の

な
味
を
失
っ
た
と
な
す
の
に
対
し
、
引
下
げ
を
可
と
す
る
論
は
企
利
が
物
価
の
一
要
素
た
る
点

を
逗
視
し
、
国
際
的
競
争
に
於
け
る
低
物
価
に
は
低
金
利
が
絶
対
的
に
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

然
し
乍
ら
金
利
引
下
げ
を
否
と
す
る
も
の
に
於
て
も
資
木
蓄
積
が
進
み
且
つ
外
資
の
導
入
を
み

る
な
ら
ば
金
利
は
自
然
に
低
下
す
る
も
の
と
予
想
し
、

金
利
引
下
げ
を
図
る
に
は
資
金
蓄
積
の

促
進
を
以
て
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

然
し
乍
ら
金
利
引
下
げ
に
対
す
る
賛
否
両
論
の
何
れ
を
と
る
に
せ
よ
現
下
の
金
利
政
策
に
於

て
は
次
の
如
き
諸
点
を
考
慮
し
な
〈
て
は
な
ら
な
い
。
即
ち

附

第

一
に
説
が
国
の
経
済
が
戦
前
に
見
ら
れ
た
如
く
日
本
銀
行
の
割
引
歩
合
、
国
債
発
行
利

廻
等
の
変
更
を
通
じ
-
一
般
市
中
の

金
利
水
準
を
も
支
配
し
得
る
状
態
に
あ
る
か
否
か
で
あ

る
。
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
進
風
下
に
於
て
は
市
中
金
刺
の
昂
騰
著
し
く
日
本
銀
行
の
割
引
政

策
を
以
て
し
て
は
之
を
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
反
っ
て
市
中
全
刺
に
追
随
す
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
市
中
金
利
回
叩
騰
の
抑
制
は
政
府
並
に
日
木
銀
行
の
強
力
な
る
勧
奨
、
法
的

統
制
に
よ
る
直
接
的
方
法
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
川
し
て
現
在
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
そ
の
収
束
過
程
に
入
っ
て
い
る
と
は
云
え
米
だ
安
定
経
済
下
に
あ
る
と
は
云
え
ず
、
又
金

利
休
系
そ
の
も
の
に
於
て
も
米
だ
不
均
術
な
状
態
に
あ
る
。
然
し
漸
次
正
常
状
態
に
民
り

つ
L
あ
る
こ
と
は
事
挺
で
あ
り
、
そ
の
抑
制
度
如
何
の
判
定
が
霊
要
な
訳
で
あ
る
。

例
第
二
に
金
利
水
準
を
決
定
す
る
娘
一
般
と
な
る
資
金
務
執
状
況
が
ど
の
程
度
ま
で
改
普
さ
れ

て
来
た
か
で
あ
る
。
経
済
安
定
九
附
則
は
観
興
よ
り
も
安
定
を
艇
先
せ
し
め
て
い
る
も
の

二
五
二

の
、
我
が
国
経
済
の
自
立
化
を
図
る
に
は
多
額
の
産
業
資
金
を
必
要
と
し
、
而
も
他
方
実
質

国
民
所
得
の
激
減
は
任
意
貯
蓄
に
よ
る
急
速
な
る
資
金
蓄
積
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
且
つ
外

資
導
入
に
未
だ
多
ざ
を
期
待
し
得
な
い
実
情
に
あ
る
。
而
も
シ
ヤ
ウ
プ
税
制
勧
告
に
よ
り
資

本
の
蓄
積
形
態
に
変
化
が
生
じ
預
貯
金
が
著
し
く
不
利
な
取
扱
を
受
け
る
と
と
を
併
せ
て
考

慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
唯
強
制
的
貯
蓄
の

一
種
と
も
み
る
べ
-
き
米
国
対
H
援
助
見
返
資
金
の
一

般
企
楽
に
対
す
る
貸
付
利
率
が
年
七
分
五
厘
(
日
歩
二
銭
五
毛
)
と
市
中
短
期
金
刺
日
歩
三
銭

七
座
以
下
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
今
後
の
金
利
政
策
上
注
目
す
べ
会
こ
と
で
あ
る
。

川
口
第
三
に
金
融
機
関
が
経
済
界
に
お
い
て
現
在
如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
か
で
あ
る
。

イ
ン

フ
レ
l

シ
ヨ
ン
が
収
束
過
程
に
入
る
と
共
に
経
務
界
に
於
け
る
金
融
の
比
盟
が
増
よ
し
、
且

つ
各
金
融
機
関
に
於
け
る
自
由
競
争
が
産
業
界
に
比
較
し
て
未
だ
そ
の
程
ー肢
が
低
い
と
見
ら

れ
る
節
も
あ
る
。
即
ち
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
収
束
に
伴
い
金
融
の
如
何
が
企
業
に
極
め
て

重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
、
金
融
と
産
業
と
の
聞
は
必
ず
し
も
均
術
関
係
に
あ
る

と
は
云
い
難
い
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
金
融
機
関
の
合
理
化
は
自
然
の
成
行
に
の
み
任
せ

得
な
い
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
合
理
化
を
推
進
す
る
方
法
と
し
て
貸
出
金
利
等
の
人
為
的

引
下
を
行
う
前
に
採
る
べ
き
方
策
の
有
無
に
つ
い
て
十
分
研
究
を
要
す
る
。

同
第
四
に
国
際
金
利
と
の
関
連
性
を
ど
の
程
度
考
慮
す
べ
き
か
で
あ
る
。
前
記
の
如
く
わ

が
国
の
金
利
水
準
は
諸
外
国
に
比
し
甚
し
〈
高
位
に
あ
る
が
、
比
較
的
高
い
二
、
一ニ
の
回
に

お
い
て
も
最
近
低
下
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
却
ち
中
央
銀

行
の
割
引
歩
合
に
制
て
み
れ
ば
西
独
に
於
て
は
二
十
四
年
五
月
=
十
七
日
従
来
の
五
銘
よ

り
四

・
五
%
に
、
更
に
七
月
十
四
日
四
%
に
〈
但
し
最
高
歩
合
〉
、
イ
タ
リ
ー
に
於
て
も
二
十

四
年
四
月
九
日
従
来
の
五

・
五
%
よ
り
四

・
五
銘
に
夫
々
引
下
げ
ら
れ
、
又
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
於
て
は
二
十
四
年
二
月

一
日
従
来
の
七

・
ご
五
%
よ
り
六

・
七
五
%
に
、
更
に
七
月

一
日

主

・
七
五
%
に
再
度
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
か
〈
の
如
会
金
刺
引
下
げ
が
夫
々
の
国

に
於
け
る
資
金
郡
松
の
増
加
に
伴
う
自
然
的
低
下
で
あ
る
か
、
或
は
制
極
的
引
下
げ
で
あ
る

か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
何
れ
に
し
て
も
か
L
る
低
合
利
若
し
〈
は
金
利
の
低
下

は
為
替
の
而
誕
に
輸
出
品
の
競
争
力
の
町
を
池
じ
て
臨
接
間
接
わ
が
悶
に
彫
緋
を
及
ぼ
す
で

あ
ろ
う
。

地
現
在
の
為
替
管
理
状
況
か
ら
見
て
前
者
は
米
だ
さ
し
て
大
会
な
問
問
と
な
ら
ぬ

で
あ
ろ
う
か
ら
、
後
者
の
彬
斡
が
ど
の
程
度
で
あ
る
か
が
差
当
り
重
要
な
問
題
と
な
ろ
う
。



第
五
に
最
近
に
お
け
る
復
興
金
融
債
券
の
償
還
、
手
持
国
債
の
日
木
銀
行
に
よ
る
買
入
に

よ
り
預
金
コ
ス
ト
に
比
し
逆
鞘
に
あ
る
証
券
平
均
利
廻
は
向
上
を
示
す
と
共
に
、
証
券
投
資

量
も
減
少
を
示
す
こ
と
と
な
る
が
、
か
か
る
資
金
運
用
利
廻
の
向
上
に
よ
る
利
鞘
の
増
大
を

如
何
に
処
理
す
る
か
で
あ
る
。
復
興
金
融
債
券
の
償
還
、
日
本
銀
行
の
国
債
賀
入
に
よ
り
そ

の
代
り
資
金
を

一
般
貸
出
乃
至
社
後
、
興
業
債
券
の
買
入
に
使
用
す
る
な
ら
ば
そ
の
利
鞘
は

二
二

一
忽
(
復
金
債
利
廻
七

・
凹
八
銘
と
最
低
条
件
社
債
利
廻
九

・
五
九
銘
と
の
差
〉
乃
至

七
・
二
六
%
(
国
債
利
廻
ご
て
六
九
鬼
と
長
期
貸
出
推
定
利
率
一

0
・
九
五
銘
と
の
差
)
に
上

る
と
と
と
な
る
。
而
し
て
か
か
る
利
輸
は
従
来
の
資
金
運
用
利
廻
と
資
金
平
均
原
価
と
の
利

鞘
に
新
た
に
追
加
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
処
理
方
法
の
如
何
は
金
利
に
対
し
て

も
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。
此
の
利
鞘
の
使
途
に
は
例
貸
出
利
率
、
証
券
劇
廻

の
引
下
げ
、
倒
預
金
利
率
の
引
上
げ
、
川
w
鋪
却
の
増
加
、
仙
経
費
の
増
加
、
制
配
当
の
五
つ

が
る
り
、
又
そ
れ
ら
の
配
分
に
つ
き
金
融
機
関
の
自
主
的
判
断
を
ど
の
程
度
尊
重
す
べ
き
か

の
問
題
が
存
在
す
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
決
定
は
結
局
我
が
国
経
済
の
現
状
に
対
す
る
綜
合

的
判
断
の
下
に
行
う
外
は
な
レ
。

以
上
要
す
る
に
金
利
問
題
は
典
型
的
な
綜
合
的
経
済
問
題
の

一
つ
で
あ
り
、
特
に
現
在
の
わ

が
国
に
お
い
て
は
ド
ツ
ジ
計
画
に
基
く
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
収
束
状
況
、
デ
ィ
ス

・
イ
ン
フ

レ
1
ジ
ョ

ン
政
策
の
効
果
と
見
透
し
、
国
際
経
、
演
の
動
向
等
の
基
本
的
問
題
を
如
何
に
認
識
す

る
か
が
大
き
ぐ
関
係
す
る
こ
と
L
な
り
、
金
利
問
題
の
困
難
な
所
以
で
あ
る
。

~T-) 三
、
金
利
体
系
の
整
備
に
付
て

ω
金
利
体
系
の
現
状

金
利
水
準
は
戦
前
に
比
し
騰
貴
し
て
い
る
が
、
各
種
金
利
の
勝
賞
率
は
必
ず
し
も

一
様
で
は

な
く
そ
の
聞
に
大
な
る
凹
凸
が
み
ら
れ
る
。
尤
も
最
近
金
利
水
準
の
引
下
げ
に
絡
み
若
干
の
訂

正
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
完
全
に
整
備
せ
ら
れ
た
と
は
云
い
待
な
い
。
今
低
金
刺
政
策
採

用
の
初
期
に
当
た
る
昭
和
七
ノ
圭
木
と
二
十
四
年
十
二
月
の
金
利
を
比
較
し
て
み
る
に
、
日
本
銀

行
商
業
手
形
割
引
歩
合
は
日
歩
一
銭
二
座
よ
り

一
銭
四
厘
に
一
七
%
、
国
債
担
保
貸
付
利
率
は

日
歩

一
銭
=
一
厘
よ
り

一
銭
五
座
に
一
五
%
、

市
中
貸
出
利
率
は
日
歩
二
銭
三
鹿
六
毛
よ
り
二
銭

七
厘
に
一
四
%
、
翌
日
物
コ
ー
ル

・
レ
l

ト
は
日
歩
七
原
五
毛
よ
り
一
銭
に
一二
三
路
、
無
条
件

物
コ

ー
ル
・

レ
l

ト
は
日
歩
八
匝
よ
り

一
銭
八
鹿
に
一
二
五
劣
夫
々
騰
貴
し
て
い
る
が
、
定
期

現
下
の
金
利
に
関
す
る
諸
問
題

預
金
利
率
は
年
四

・
二
O
銘
よ
り
匝

・
四
O
M
加
と
僅
か
五
銘
の
徴
騰
に
過
ぎ
ず
、
普
通
預
金
に

於
て
は
日
歩
七
厘
よ
り
五
厘
に
、
当
座
預
金
に
於
て
は
日
歩
二
厘
(
甲
種
預
金
協
定
利
率
)
よ
り

無
利
子
に
却
っ
て
低
下
し
て
い
る
。
更
に
有
価
証
券
刺
廻
を
み
る
と
、
国
債
は
年
五

・
四
六
銘

よ
り
五

・
五
五
銘
に
二
%
の
勝
賞
に
止
ま
る
に
反
し
、
金
融
債
は
玉

・
四

ovmよ
り
七

・
四

七
%
へ
と
三
八
路
、
事
業
債
は
六

・
四
八
%
よ
り
九

・
五
六
匁
へ
と
四
七
銘
夫
々
大
幅
に
騰
貴

し
て
い
る
。
右
に
よ
っ
て
判
明
す
る
と
と
は
預
金
利
率
が
殆
ん
ど
騰
貴
せ
ず
箪
ろ
引
下
げ
ら
れ

て
い
る
部
面
も
あ
る
の
に
反
し
、
金
融
街
、
事
業
債
の
刺
廻
り
、
コ
ー
ル

・
レ
l

ト
、
貸
出
利

率
が
比
較
的
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
郎
、
ち
金
融
機
関
の
資
金
調
達
面
と
運
用
面

に
於
け
る
金
利
の
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
経
済
の
安
定
化
が
進
む
に
伴
い
此

の
不
均
衡
を
更
に
是
正
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

聞
各
種
金
利
の
調
整
と
そ
の
問
題
点

各
種
金
利
の
調
整
を
行
う
場
合
先
づ
問
題
と
な
る
の
は
そ
の
中
心
と
し
て
如
何
な
る
種
類
の

金
利
を
採
用
す
る
か
の
点
で
あ
る
。
之
に
付
て
は
金
利
水
準
の
変
更
が
重
要
な
関
係
が
あ
り
、

金
利
引
下
げ
を
目
的
と
す
る
場
合
に
は
当
然
預
金
々
剰
を
中
心
と
L
て
他
の
騰
費
率
の
高
レ
金

利
を
之
に
接
近
せ
し
む
べ
主
で
あ
り
、
他
方
現
行
金
利
水
準
を
是
認
す
る
場
合
に
は
貸
出
金
利

が
中
心
と
な
る
。
勿
論
現
在
直
ち
に
戦
前
と
同
一
の
均
衡
を
図
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、

又
経
済
状
勢
が
変
化
し
て
い
る
以
上
そ
の
必
要
も
な
い
。
従
っ
て
今
二
十
四
年
九
月
十
五
日
よ

h
d
実
施
せ
ら
れ
て
い
る
市
中
貸
出
金
利
日
歩
二
銭
七
厘
を
中
心
と
し
て
他
の
諸
金
刺
を
調
整
す

る
な
ら
ば
概
ね
次
の
加
き
金
利
が
均
衡
を
得
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
づ
最
も
不
均
衡
に
あ
る
預
金
利
率
に
於
て
は
、
定
期
預
金
利
率
(
六
カ
月
物
)
は
戦
前
貸
出

利
率
の
概
ね
五
O
%
程
度
〈
戦
時
中
は
七
O
銘
)
に
あ
っ
た
故
、
現
行
利
率
年
四

・
ご
O
銘
に
之

を
適
用
す
れ
ば
閉

・
九
三
%
迄
引
上
げ
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
が
(
現
行
貸
出
利
率
二
銭
七
鹿

の
五
O
勉
、

一
銭
三
厘
五
毛
)
、
今
後
長
期
性
預
金
は
事
実
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
も
企
図
す
る
如
く

漸
次
公
社
債
株
式
等
へ
の
直
接
投
資
に
移
す
必
要
も
あ
る
か
ら
、
定
期
預
金
利
率
は
右
よ
り
若

干
低
自
に
決
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
六
カ
月
物
定
期
預
金
利
率
は
現
行

一
カ
年

物
の
年
四

・
七
O
%
と
同
一
程
度
迄
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
次
に
普
、
通
預
金
利
率
に
於

て
も
貸
出
利
率
に
対
す
る
戦
前
の
利
率
を
適
用
す
れ
ば
日
歩
八
厘
と
な
り
現
行
利
率
よ
り
一
一
一
鹿

方
の
大
幅
引
上
と
な
る
が
、
今
後
金
融
機
関
預
金
は
営
業
預
金
、
所
得
預
金
中
心
と
な
る
で
あ

二
五
三
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説
〈
そ
の

金

融

一、J

ろ
う
か
ら
、
当
座
預
金
の
利
付
が
復
活
さ
れ
な
い
以
上
此
の
程
度
の
引
上
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

右
の
場
合
は
現
行
三
カ
月
定
期
預
金
は
実
質
的
に
は
普
通
預
金
に
近
く
、
現
行
利
率
年
一
-
て

λ

O
%
(
日
歩
一
銭
四
毛
)
は
右
の
日
歩
八
厘
に
接
近
す
る
も
の
故
之
が
廃
止
の
問
題
が
生
じ
よ

少
吋
J

。次
に
日
本
銀
行
の
商
業
手
形
制
引
歩
合
、
国
債
担
保
貸
付
利
率
は
市
中
銀
行
貸
出
利
事
と
の

関
係
に
於
て
は
概
ね
戦
前
の
比
率
を
得
て
い
る
が
、
両
者
の
利
輸
は
戦
前
の
一
銭
六
毛
乃
至

一

銭
一
一
周
ム
ハ
毛
に
対
し
現
在
は
一
銭
ニ
厘
乃
至
一

銭
三
厘
に
増
大
し
て
い
る
。
又
定
期
預
金
利
率

を
四

・
七
O
v
m
に
引
上
げ
た
場
合
本
行
の
公
定
歩
合
と
定
期
預
金
刺
率
と
の
割
合
を
戦
前
の
如

〈
す
る
に
は
本
行
の
公
定
歩
合
も
一
一
毘
乃
至
二
座
の
引
上
げ
と
な
る
。
主
も
こ
の
点
に
つ
い
て

は
現
行
の
高
率
適
用
制
度
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
コ
l

ル
・
レ
l
ト
は
無
条

件
物
に
於
て
日
歩
九
座
二
毛
、
翌
日
物
に
於
て
日
歩
八
起
六
毛
と
現
行
利
市
中
に
比
し
夫
々
七
厘

八
毛
、
一

一
血
四
毛
の
大
幅
な
引
下
げ
と
な
る
。

品
後
に
有
価
証
券
利
廻
で
あ
る
が
、
国
債
は
新
規
公
務
を
み
な
い
故
一
応
除
外
し
金
融
般
に

付
て
み
る
と
、
貸
出
利
率
と
の
関
係
に
於
て
は
年
七

・
0
0
%
(
日
歩
一

銭
九
庄
二
毛
)
に
、
定

期
預
金
利
率
を
四

・
七
O
%
と
し
た
場
合
の
関
係
に
於
て
は
年
六

・
入
O
鬼
と
な
る
。
従
っ
て

現
行
利
姐
七

・
四
七
%
に
比
し
若
干
引
下
げ
の
余
地
が
あ
る
こ
と
と
た
る
。
事
業
債
の
現
行
刺

廻
年
九

・
五
六
銘
(
臼
歩
二
銭
六
回
三
毛
〉
は
貸
出
利
率
日
歩
二
銭
七
厘
よ
り
七
毛
低
い
が
、
戦

前
に
於
て
は
貸
出
刺
率
よ
り
六
鹿
乃
至
七
厘
低
か
っ
た
。
従
っ
て
戦
前
に
於
け
る
貸
出
利
率
と

事
業
債
利
廻
と
の
関
係
を
そ
の
俄
適
用
す
れ
ば
年
七

・
五
O
劣
(
日
歩
二
銭
五
毛
〉
在
腔
迄
引
下

ぐ
ぺ
会
こ
と
と
な
り
、
未
だ
相
当
引
下
げ
の
余
地
が
あ
る
と
去
っ
て
よ
か
ろ
う
。

(
m雨時〉

二
五
四

安
定
政
策
実
施
後
に
お
け
る

通
貨
流
通
状
況
の
推
移

昭
和
お

・
4

・
|

日

次

て

は

し

が

き

二
、
通
貨
流
通
状
況
の
推
移

三
、
物
価

A
び
取
引
置
と
の
対
比

四
、
銀
行
券
増
減
要
因
の
推
移

五
、
む

〈
附
)

す

び

流
通
通
貨
総
量
の
推
算
方
法

て

は

し

が

き

貨
惜
経
済
社
会
に
お
い
て
泊
貨
の
流
通
状
況
が
経
済
活
動
を
集
約
的
に
反
映
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
改
め
て
説
〈
ま
で
も
な
い
が
、

経
済
活
動
の
内
容
に
大
会
な
変
化
が
生
じ
っ
L

あ
る

時
期
に
は
そ
の
分
析
の
有
力
な
手
段
と
し
て
通
貨
の
読
通
状
況
の
検
討
が
特
に
重
要
視
さ
れ
る

の
は
当
然
で
め
る
。
我
同
経
済
は
戦
時
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
昂
進

と
経
済
統
制
の
強
行
に
よ
り
大
き
な
変
貌
を
来
た
す
に
至
っ
た
が
、
経
済
安
定
九
原
則
の
実
施

特
に
昨
年
四
月
に
お
け
る
ド
ツ
ジ
計
画
に
基
〈
超
均
街
予
算
の
施
行
と
単
一
為
替
レ
l
ト
の
設

定
後
は
右
の
変
貌
を
組
元
す
る
過
程
と
し
て
種
々
の
波
謝
を
示
し
つ
』
あ
る
。
こ
の
間
迎
貨
の

流
通
状
況
は
当
然
変
化
に
宮
ん
だ
勤
き
を
示
し
た
が
、
安
定
政
策
実
施
後
に
お
け
る
そ
れ
は
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
昂
進
中
に
お
け
る
そ
れ
と
は
非
常
に
趣
を
異
に
し
て
お
り
、
現
症
の
我
国
経

済
に
お
い
て
最
も
問
題
を
含
む
点
も
こ
の
点
で
あ
る
か
ら
、
拡
に
は
こ
の
点
を
中
心
と
し
つ
L

通
貨
流
通
状
況
の
分
析
を
試
み
る
こ
と

与
す
る
。

永
年
に
一
回
一
っ
て
昂
進
を
統
け
た
我
国
の
イ
ン
フ
レ
l

シ
ヲ

γ
が
ド
ツ
ジ
計
画
の
突
施
に
よ
っ


